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アメ リカ便 り
ニ ュー ヨー ク州立 病院の周囲 を7回 も巡 った ろ うか。原始 的 にも歩 数で
プ ラ ンの実測 を してい るのであ る。 これ はヘ ンリー ・ボブソ ン ・リチ ャー
ドソ ンの大 作だ が、精神病院で あるため か、地 元バ ッフ ァローの学生 も調
査 を好 まない。助 手が居れ ば巻 尺 も使 えるが、一 人で は歩測 以外 に手は無
い。男 女重軽症 の各病棟が管理棟 を中心 に翼 を広 げたパ ヴィリオ ン形 式で、
東西数 百 メー トルの規模で ある。 これは指導 教授 レイナー ・バナ ムの とこ
ろで 私が調べ た3番 目の建物で 、ル イス ・サ リヴァ ンのギ ャラ ンテ ィー ・
ビル とダニエ ル ・ハ ドソ ン ・バ ーナ ムの エ リコ ッ ト ・ス クエ ァの後 に彼が
示唆 した もので あ る。 この病院 の次 に彼 が調査の御膳 だて を して くれたの
は フ ラ ンク ・ロイ ド・ライ トの 名作マ ーチ ン邸 だった。バナ ムは調査の前
に どん な図法 がその対象の把握 に最適 か問 うの を常 としたが、 この場 合 は
アイソ メ等 の立体図で イ ンテ リアを分析 す るこ とが主眼 となった。 ここで
バ ナム が屋 内 を中心 と した調査 を用 意 して くれたの には プログ ラム外の理
由 もあ った と思 う一も う11月、バ ッフ ァローはかな り寒い。
レイナー ・バナムは歴史及 び理 論担 当の
教授 だが デザ イ ン ・ス タジオにも よく現 わ
れた。我 々の パ リ都市再 開発 プロ ジェク ト'
の部 屋 にも何度か顔 を見せ、 ほんの数 名の
学 生のた めに計画地周辺の歴 史 と現状 にっ .
いて特別 講義 を した こともあった。 このよ
うなバ ナム も秋の学期 を最後 にカ リフ ォル
ニァへ去 った。 問も無 くして、私 もイエー
ル大学の ニュー ・ヘ ヴ ンへ 発 った。
ヴィ ンセ ン ト・スカー リーの講義 は実 に
ダイナ ミックだ った。3台 の スライ ド ・プ
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ロ ジェ クターを縦横 に駆使 し、良 く通 る声で語 り続 け る。 バナ ムも名講 師だ
が、そのユ ーモ アを交 えた にこや かな講義ぶ りの背後 には何 か冷 めた・ものが
あ った。一 方の スカー リーは情熱 的で、彼 らは多 くの面で 好対照 と思 われた。
実際 に彼 らは20年も前 か ら互 いに強 く意識 し合 ってい る。従ってバ ナムの所
か らスカー リー の研 究室へ行 くとい う例 は特別 な情況 以外では考 え難 く、 あ
るいは私が逆の ケー スをも含 めて最初で 最後 か も知れ ない 。
フル ブライ ト委員会 か ら研 究費 を得 て春の休み に シカゴへ発つ。一週 間の
予 定で ハ イ ド ・パー クに宿 を定め る。1893年の シカ ゴ万博 が開かれた場 所 の
北 にあた り、 ライ トのロ ビー邸 も近 い。モナ ドノックな ど云 ゆる シカゴ派 の
ビルが建 ち並 ぶ ダウ ンタウンは南へ 行 くほど荒廃 がひ ど く、 ジ ョンハ ンコ ッ
ク ・セ ンター等の ある北の ほ うが人気 がある。 ライ トとプレー リー ・ス クー
ルの地 オー ク ・パ ー クへ行 く。 十数年前 か ら注 目され始 めた云 ゆ るプ レー リ
ー ・ス クール に傑作 を見っ けるのは難 しく、 ライ トとの差は歴然 として い る。
ライ トの住 宅 はすべて が傑作 なので はないが、初期 の数例 を除けば、 その 多
くは案内 を必要 としない。 背の高 いヴ ィク トリァ ンや クイー ン ・ア ン住 宅 の
中で彫 りの深 い水平の線 を持っ ライ トの作 は視線 を誘導す る。 オー ク ・パー
クとダウ ンタ ウンとの 間、一番 ス ラム化の ひ どい地域 にフラ ンシス コ ・テ ラ
スぼ あった。住 人 はす べて黒人 かプエ ル トリコ人の よ うで、その誰 も それ が
ライ トの設 計 になる もの とは知 らない。 もっ とも見晴 えのす る部分で あった
入 口の アーチ はオー ク ・パ ーク に運 ばれ新築の アパ ー トに取 って付 け られ、
こち らには将 来 の中産階級 が住 んで いる。 イエ ールに帰 り、 この種 の保存 に
つ いて意見 を求 めた が、彼 は言葉 を濁 した。 シカゴ土産 はライ トと彼 の師サ
リヴ ァンそ して知名度 は低 いが も う一 人の師 ジ ョセ ブ ・ライマ ン ・シルス ビ
ー等の作の ス ライ ド約五百 枚。数週 間の後、 シルス ビーにっ いての小 論が ス
カー リー に提 出 された。
ス カー リーの講義 は フランス庭 園か ら始 ま り二十世紀 に至 ろ うと して いた
が、私の興味 は逆 に十九世紀へ 向 って いた。特 に面 白いのは ブイラデル フ イ
アの建築 家フ ラ ンク ・ファーネス と彼 の師 リチ ャー ド ・モ リス ・ハ ン ト。
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このハ ン トはパ リのエ コール ・デ ・ボザ ール を卒 業 した最初 の米国人で 、
今世紀 に迄至 るア メリカの古典折衷の基礎 を据 えた一人だ が、彼の初期 の
作 は一種 の ネオ ・グレ ックで仲々興味深 い。 「ハ ン トとヴ ィオ レ ・ル ・デ
ュ ック」 に関す る小論 をス カー リー に提 出、 この 夏の調査 はフ ァー ネスの
フ ィラデル フ ィアか ら始 め ることにす る。
七 月か らニュー ヨー クは ソーホーの南 、 ワー ル ド・トレー ド・セ ンター
が真近 に見 える ロフ トに居候 、芸術家の 街 を楽 しむ。 これはマ ンハ ッタン
を歩 き廻 るだけで はな く、ニーヘ ヴ ンか らは遠 い地域へ の足場 と して も好
都合で 、 フ ィラデ ルフ ィアへ.もここか ら発 った。'
フ ァー ネス巡 礼 はペ ンシルヴァニ ア大 学の図 書館 か ら始 め る。様 々なエ
レメ ン トが思 い がけないスケー ルで構成 され、「その荒 い肌 と相俟 って突然
変異 の怪物 のよ うだ。 ガ ウディに通 じる ところ もある。 この二階 にルイ ・
カー ンの記 念展 示室 があ り、 アメ リカ建 築 におけ るフ ィラデル フィアの重
要性 を一言で納 得 させ る。 も うひとっ の ファーネ スの代 表作 フィラデルフ
ィア美術 アカデ ミーは市役所の北 に位置 す る。様 式建築 には違い ないが、
これが グ レー とブ ラウ ンの地味 な街並 に加 わった時 に人々は色彩 に満 ちた
新 しい世 界が始 まるの を感 じたで あろ う。 そのイ ンテ リアは機械 と装飾 と
の間 には何 の矛盾 もない ことを示す ばか りか、機 械時 代 にお ける装飾 の無
限の可能性 を物 語 ってい る。二 階の ギ ャラ リー に露 出 した鉄の梁 や柱 は美
しく塗装 され接合部 には一種の様式 化が見 られ るが、それ らが鉄で あ るこ
とを誰 も疑 いは しない。階段の周辺 には鉄や亜鉛 の花 が咲 き、 それ らは機
械 仕掛 けで 今 にも動 き出 しそ うだ。 フ ァー ネスは輝 くばか りの色彩で 塗 り
分 けられ ピカピカに磨 かれ た逞 しい十 九世紀 の機械 を持 って いた。
早朝 の ワシ ン トン行 アム トラ ック を待 ちフ ィラデルフ ィアの駅で眠 る。
一 日中歩 き廻 った体 に は固いベ ンチ も心地 良い。 ニ ュー ヨークへ 戻る前 に
も う一度 フ ィラデル フィアへ立 ち寄 り、 ファー ネス を見 ることになるだ ろ う
う。
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